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【
翻
刻
・
解
題
】 

山
陰
歴
史
館
蔵
『
無
題
歌
合
集
』 

（
一
） 
 

*
*

渡
邊 

健 
*
*
*

米
子
高
専
古
文
書
の
会 

 

概 

要 

 

こ
こ
で
は
、
山
陰
歴
史
館
が
所
蔵
す
る
『
無
題
歌
合
集
』
の
翻
刻
に
解
題
を
付
し
て
紹
介
す
る
。
本
書
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
二
年
に
原
豊
二
氏
が
そ
の
概
要
を
紹
介
さ
れ
、
今

ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
米
子
歌
人
を
広
く
抽
出
し
、
幕
末
の
米
子
歌
壇
の
活
動
状
況
を
把
握
す
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
注
１
）
そ
の
後
、

稿
者
も
本
書
に
つ
い
て
調
べ
る
必
要
性
を
感
じ
な
が
ら
、
な
か
な
か
手
が
つ
け
ら
れ
ず
に
い
た
が
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
古
文
書
講
師
の
中
宏
氏
の
勧
め
に

よ
り
、
稿
者
の
所
属
す
る
「
米
子
高
専
古
文
書
の
会
」
で
本
書
の
解
読
が
始
ま
り
、
先
般
そ
の
作
業
が
終
了
し
た
。
本
稿
は
、「
米
子
高
専
古
文
書
の
会
」
の
平
成
二
十
八
年
～
令

和
元
年
度
の
活
動
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
本
書
の
翻
刻
本
文
と
解
題
を
掲
載
す
る
も
の
で
あ
る
。
資
料
の
調
査
・
撮
影
と
解
題
の
執
筆
は
渡
邊
が
行
っ
た
が
、
資
料
の
解
読
は
「
古

文
書
の
会
」
が
共
同
で
行
っ
た
成
果
で
あ
る
。
解
題
に
は
、
本
書
の
書
誌
と
内
容
に
関
す
る
簡
単
な
解
説
を
施
し
た
。 

  

『
無
題
歌
合
集
』
解
題 

 

本
書
の
資
料
と
し
て
の
性
格
と
内
容
に
つ
い
て
は
、
稿
者
が
別
稿
に
お
い
て
論
じ
、

ま
た
本
書
に
収
め
ら
れ
た
二
十
の
歌
会
・
歌
合
を
対
象
に
、
参
加
し
た
歌
人
の
略
歴
や

米
子
歌
壇
の
和
歌
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
基
礎
的
な
調
査
と
考
察
を
試
み
た
（
注
２
）

の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
こ
で
は
そ
れ
と
重
複
す
る
内
容
も
あ
る
が
、
本

書
の
書
誌
等
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る
。 

一
、
書
誌
、
書
写
者
に
つ
い
て 

本
書
は
、
米
子
市
立
町
の
鹿
島
恒
勇
家
（
鹿
島
本
家
）
旧
蔵
本
で
、
現
在
は
米
子
市

立
山
陰
歴
史
館
の
所
蔵
で
あ
る
。（
米
子
市
教
育
委
員
会
整
理
番
号
「
Ｃ
１
Ｍ
Ｇ 

〇
二

三
三
、
〇
二
三
二
」、
整
理
書
名
「
無
題
和
歌
集
」）
本
書
は
外
題
・
内
題
共
に
な
く
、

書
名
が
明
ら
か
で
な
い
が
、
こ
の
書
物
を
最
初
に
調
査
・
報
告
さ
れ
た
原
豊
二
氏
の
呼

称
に
従
っ
て
『
無
題
歌
合
集
』
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。 

本
書
は
袋
綴
（
紙
縒
綴
）
一
冊
の
写
本
で
、
縦
二
八
・
〇
糎×

横
二
〇
・
二
糎
、
大

本
よ
り
や
や
大
き
な
書
型
で
あ
る
。
表
紙
は
本
文
と
同
じ
楮
紙
で
題
簽
は
な
く
、
何
も

書
か
れ
て
い
な
い
。（
写
真
１
）
本
文
は
一
〇
二
丁
で
遊
紙
は
な
く
、
第
一
丁
目
表
か
ら

一
〇
二
丁
目
表
ま
で
に
二
十
種
の
歌
会
・
歌
合
が
記
さ
れ
、
一
〇
二
丁
目
裏
が
裏
表
紙

と
な
っ
て
い
る
。
本
文
は
一
面
八
行
、
和
歌
一
行
書
き
を
基
本
と
し
、
歌
の
後
に
そ
の

作
者
の
名
の
み
記
す
。（
写
真
２
）
八
九
丁
目
以
降
は
、
紙
数
が
残
り
少
な
く
な
っ
て
き

た
か
ら
か
、
和
歌
と
和
歌
の
間
に
「
左
」「
右
」
や
勝
負
付
を
記
し
て
お
り
、
無
理
に
詰

め
て
書
写
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。（
写
真
３
） 

本
書
に
は
、
幕
末
に
主
に
鹿
島
家
で
行
わ
れ
た
二
十
度
の
歌
会
・
歌
合
が
記
録
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
、
冒
頭
に
歌
会
・
歌
合
の
月
日
、
場
所
、
題
、
判
者

等
が
簡
潔
に
書
か
れ
て
い
る
。（
便
宜
上
、
収
録
さ
れ
た
順
に
丸
数
字
を
付
す
） 

 

①
神
無
月
朔
日
略
会
詠
歌
青
々
庵 

 

②
お
な
じ
く
十
九
日
略
会 

滄
廼
舎 

 

③
お
な
じ
く
廿
八
日
略
会
虎
嘯
軒
く
さ
〴
〵 

 

④
霜
月
二
日
略
会 
日
孝 

 

⑤
兼
題 

橋
上
霜 
古
蔭
撰 
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⑥
兼
題 

鷹
狩 

古
蔭
喜
蔭
両
撰 

 

⑦
兼
題 

閑
居
夢 

古
蔭
撰 

 
⑧
兼
題 

馬 

古
蔭
撰 

 

⑨
兼
題 

冬
暁
月 

 

⑩
網
代 

 

⑪
埋
火 
寄
山
恋 

 

⑫
題 

立
春 
社
頭
松 

 

⑬
雪
中
若
菜 

 

⑭
山
家
鴬 

 

⑮
田
家
梅 

 

⑯
九
月
末
つ
か
た 

喜
蔭
撰 

 

⑰
遠
山
雪 

喜
蔭
武
彦
両
撰 

 

⑱
喜
蔭
武
彦
両
評 

 

⑲
題 

朝
落
葉 

炭
竃 

橋 

喜
蔭
評 

 

⑳
兼
題 

立
春 

喜
蔭
武
彦 

本
書
の
総
歌
数
は
、
重
複
歌
を
含
め
一
〇
一
四
首
で
あ
る
。
右
の
う
ち
、
⑪
の
末
尾

に
「
嘉
永
六
と
せ
の
う
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
会
・
歌
合
の
行

わ
れ
た
時
期
が
判
明
す
る
。
①
～
⑪
ま
で
は
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
、
癸
丑
）
の
十
月

か
ら
十
二
月
、
⑫
～
⑲
は
嘉
永
七
年
（
十
一
月
二
十
七
日
に
改
元
し
て
安
政
元
年
）、
⑳

は
月
日
は
記
さ
れ
な
い
も
の
の
、
⑰
・
⑲
の
歌
合
が
主
に
冬
題
で
あ
る
の
に
対
し
、
立

春
か
ら
始
ま
る
四
季
題
で
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
の
で
、
年
の
明
け
た
安
政
二
年
正
月
の

も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

本
書
の
保
存
状
態
は
決
し
て
良
く
は
な
く
、
経
年
に
よ
る
汚
れ
や
本
の
傷
み
、
若
干

の
虫
損
は
あ
る
も
の
の
、
本
文
の
解
読
に
支
障
の
あ
る
箇
所
は
な
か
っ
た
。 

本
書
の
書
写
者
は
、
そ
の
筆
跡
か
ら
見
て
、
鹿
島
本
家
九
代
の
長
行
（
天
保
五
年
〔
一

八
三
四
〕
～
明
治
二
八
年
〔
一
八
九
五
〕）
と
認
め
ら
れ
る
。
⑧
～
⑫
の
歌
合
の
本
文
の

後
に
は
、「
追
加
」
と
し
て
判
者
・
小
谷
古
蔭
の
詠
歌
が
一
、
二
首
記
さ
れ
て
い
る
が
、

他
の
短
冊
類
に
見
え
る
古
蔭
の
書
体
と
は
違
い
、
長
行
の
筆
跡
で
あ
る
。
ま
た
⑩
の
末

尾
に
は
、「
口
上
を
し
る
す
」
と
し
て
、
終
わ
り
に
「
古
蔭
」
と
あ
る
文
章
が
あ
る
が
、

こ
れ
も
長
行
の
筆
跡
で
、
文
字
通
り
古
蔭
が
歌
合
後
に
口
頭
で
語
っ
た
内
容
を
長
行
が

書
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
。（
写
真
４
）
本
書
に
は
こ
の
他
に
も
、
⑦
の
８
歌
の
後
に
古

蔭
の
評
言
と
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
⑧
・
⑨
～
⑫
の
末
尾
に
は
古
蔭
の
詠
歌
（
⑧
・

⑫
は
詞
書
を
伴
う
）
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
長
行
の
筆
跡
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
歌
合

の
際
の
古
蔭
の
言
葉
や
和
歌
を
、
後
か
ら
長
行
が
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

長
行
が
本
書
を
記
し
た
目
的
は
、
主
に
鹿
島
家
で
行
わ
れ
た
歌
会
・
歌
合
の
記
録
で

あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
表
紙
に
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ

う
に
、
お
そ
ら
く
公
開
を
意
図
し
て
の
も
の
で
は
な
く
、
私
的
な
備
忘
録
と
い
っ
た
も

の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
一
方
、
嘉
永
六
、
七
年
に
長
行
は
二
十
、
二
十
一
歳
と
ま
だ

若
く
、
和
歌
を
本
格
的
に
詠
み
始
め
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
本

書
に
は
、
和
歌
の
初
心
者
ら
し
い
用
字
・
仮
名
遣
い
の
誤
り
や
誤
字
・
脱
字
等
が
少
な

く
な
く
、
文
字
や
書
写
態
度
も
や
や
ル
ー
ズ
だ
と
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
本
書
を

資
料
と
し
て
利
用
す
る
際
に
は
そ
れ
ら
の
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
誤
脱

等
が
想
定
さ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
、【
翻
刻
付
記
】
に
私
見
に
よ
る
訂
正
案
を
提
示
し
て

い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。 

二
、
内
容 

 

本
書
に
収
め
ら
れ
た
二
十
の
歌
会
・
歌
合
は
、
そ
の
実
態
か
ら
次
の
三
期
に
分
け
て

把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
期
は
①
～
④
で
あ
り
、
嘉
永
六
年

十
月
一
日
か
ら
十
一
月
二
日
に
か
け
て
、「
歌
会
」
が
、
参
加
す
る
歌
人
の
持
ち
回
り
で

開
く
場
所
を
決
め
て
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
時
期
で
あ
る
。
参
加
者
は
も
と
も

と
鹿
島
家
と
交
流
の
深
い
者
が
多
く
、
小
規
模
な
歌
会
で
様
々
な
歌
題
を
試
み
、
詠
歌

の
技
量
の
向
上
を
目
指
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
④
に
つ
い
て
は
、
こ
の

時
の
歌
会
で
詠
ま
れ
た
歌
が
後
日
、
歌
合
に
編
み
直
さ
れ
、
小
谷
古
蔭
の
加
判
・
選
歌

を
得
て
成
っ
た
資
料
が
現
存
し
て
い
る
。
（
注
３
） 

二
期
は
⑤
～
⑮
で
あ
り
、
嘉
永
六
年
十
一
月
か
ら
翌
年
春
に
か
け
て
、
小
谷
古
蔭
を

指
導
者
に
迎
え
、「
歌
合
」
が
行
わ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
下
鹿
島
家
の
青
々
庵

に
場
所
を
固
定
し
て
多
く
の
参
加
者
が
集
い
、
三
、
四
か
月
の
間
に
十
一
度
も
歌
合
が

開
か
れ
、
米
子
歌
壇
は
活
況
を
呈
し
た
。
こ
の
時
期
は
歌
合
を
行
う
こ
と
で
歌
人
た
ち

が
切
磋
琢
磨
し
、
よ
り
真
剣
な
和
歌
の
創
作
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
、
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古
蔭
も
率
直
か
つ
厳
し
い
態
度
で
彼
ら
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ

る
。 三

期
は
⑯
～
⑳
で
あ
り
、
嘉
永
七
年
九
月
か
ら
安
政
二
年
正
月
に
か
け
て
、
古
蔭
が

米
子
を
去
っ
た
後
、
し
ば
ら
く
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
歌
合
が
、
佐
々
木
喜
蔭
・
中
林

武
彦
を
判
者
と
し
て
再
開
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
参
加
者
の
数
は
少
な
く
な
る
が
、
身

内
的
・
同
士
的
な
自
由
な
雰
囲
気
の
も
と
で
歌
合
が
行
わ
れ
て
お
り
、
珍
し
い
歌
題
も

試
み
ら
れ
て
い
る
。 

本
書
に
収
め
ら
れ
た
二
十
の
歌
会
・
歌
合
に
参
加
し
た
歌
人
の
う
ち
、
名
を
記
さ
れ

た
者
は
三
三
人
に
及
ぶ
。
そ
の
他
に
「
名
し
ら
ず
」「
飛
入
」
と
記
さ
れ
る
歌
が
計
九
首

あ
る
た
め
、
実
際
に
は
も
う
少
し
多
く
の
人
数
が
参
加
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

本
書
で
は
、
歌
の
作
者
は
姓
は
な
く
名
の
み
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
大
半
は
素
性
の
分

か
ら
な
い
人
物
で
あ
る
。 

注
２
拙
稿
に
お
い
て
、
当
時
の
全
国
的
な
類
題
和
歌
集
の
作
者
姓
名
録
や
そ
の
他
の

資
料
を
参
照
し
て
参
加
歌
人
の
調
査
を
行
っ
た
が
、
特
定
で
き
た
人
物
の
う
ち
、
商
家

の
者
と
し
て
は
鹿
島
重
正
・
同
重
好
、
大
谷
兼
烈
、
三
好
秀
興
・
同
秀
年
が
い
る
。
重

正
・
重
好
は
本
書
の
書
写
者
・
鹿
島
長
行
の
同
族
（
下
鹿
島
家
）
で
あ
り
、
兼
烈
や
秀

興
は
同
じ
米
子
町
内
の
商
人
同
士
で
、
鹿
島
氏
と
は
和
歌
や
茶
道
を
通
じ
て
親
交
が
あ

っ
た
。
士
分
で
は
村
瀬
鎮
喜
、
森
知
方
が
お
り
、
鎮
喜
は
米
子
城
家
老
荒
尾
氏
の
重
臣
、

知
方
も
荒
尾
家
臣
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
医
家
で
は
中
林
武
彦
・
同
古
樹
、
片

尾
常
之
が
お
り
、
武
彦
・
常
之
は
荒
尾
家
臣
の
医
師
で
あ
る
。
神
職
で
は
米
子
天
神
町

稲
荷
神
社
の
門
脇
重
矩
・
同
重
固
が
お
り
、
僧
侶
で
は
米
子
寺
町
実
成
寺
の
日
孝
が
い

る
。
歌
人
で
な
く
判
者
と
し
て
参
加
し
て
い
る
佐
々
木
喜
蔭
は
米
子
勝
田
神
社
の
神
職

で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
本
書
は
幕
末
の
米
子
に
お
い
て
、
鹿
島
家
を
中
心
に
歌
壇
が
形
成
さ
れ
、

活
況
を
呈
し
て
い
た
実
態
を
詳
細
に
知
り
う
る
資
料
で
あ
る
。
近
世
後
期
、
鹿
島
家
が

豊
か
な
財
力
を
背
景
に
、
米
子
で
文
化
メ
セ
ナ
的
な
役
割
を
担
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
が
、
本
書
の
活
字
化
を
機
に
、
今
後
は
鹿
島
家
の
和
歌
活
動
に
つ
い
て
も
さ

ら
に
研
究
が
進
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

 

注 （
１
）
原
豊
二
氏
「
幕
末
の
米
子
歌
人―

新
出
鹿
島
本
家
和
歌
資
料
の
探
求
の
た
め
に

―

」（『
山
陰
研
究
』
第
三
号
、
平
成
二
二
年
一
二
月
）。 

（
２
）「
山
陰
歴
史
館
蔵
『
無
題
歌
合
集
』
に
つ
い
て
」（『
山
陰
研
究
』
第
一
二
号
、
令

和
元
年
一
二
月
）。 

（
３
）
こ
の
歌
合
は
袋
綴
一
冊
の
写
本
で
、
山
陰
歴
史
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。（
同
館

整
理
番
号
Ｃ
１
Ｍ
Ｇ
〇
二
二
二
）。
そ
の
翻
刻
本
文
と
解
説
は
、
渡
邊
健
・
米
子
高
専
古

文
書
の
会
「
影
印
・
翻
刻 

嘉
永
六
年
十
一
月
十
日
鹿
島
家
歌
合
」（『
米
子
工
業
高
等

専
門
学
校
研
究
報
告
』
第
五
三
号
、
平
成
三
〇
年
二
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

  *
 

原
稿
受
理 

令
和
二
年
一
月
十
日 

*
*
 

教
養
教
育
科 

 

*
*
*
 

米
子
高
専
古
文
書
の
会 

参
加
者
（
平
成
二
十
八
～
令
和
元
年
度
、
五
十
音
順
。

単
年
度
の
参
加
者
も
含
む
。
） 

坂
田
友
広
（
米
子
高
専
名
誉
教
授
） 

辻
本
桜
介
（
米
子
高
専
助
教
） 

東
條
英
樹
（
古
文
書
愛
好
家
） 

中
宏
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
古
文
書
講
師
） 

永
井
猛
（
米
子
高
専
名
誉
教
授
） 

中
原
道
宣
（
米
子
高
専
非
常
勤
講
師
） 

羽
田
成
夫
（
元
米
子
市
小
学
校
教
員
） 

松
崎
安
子
（
元
米
子
高
専
准
教
授
／
現
国
立
国
語
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
非
常
勤
研
究

員
） 

山
藤
良
治
（
元
米
子
高
専
教
授
） 

和
田
嘉
宥
（
米
子
高
専
名
誉
教
授
） 

渡
邊
健
（
米
子
高
専
教
授
） 
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（
写
真
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 写真２ 

写真４ 写真３ 
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【
翻
刻 

『
無
題
歌
合
集
』】 

 
凡
例 

一 
底
本
に
は
、
山
陰
歴
史
館
蔵
本
（
鹿
島
本
家
旧
蔵
）
を
用
い
た
。 

二 

翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
原
文
の
表
記
を
尊
重
し
た
が
、
最
小
限
次
の
よ
う
な
処
置

を
行
っ
た
。 

 

１ 

歌
頭
に
算
用
数
字
で
和
歌
の
通
し
番
号
を
付
し
た
。 

 

２ 

読
解
の
便
宜
を
考
慮
し
て
語
の
清
濁
や
漢
字
の
送
り
仮
名
を
改
め
た
。
送
り
仮

名
を
補
っ
た
場
合
は
、
そ
の
仮
名
に
傍
点
を
付
し
た
（
例 

原
文
「
待
得
て
し
」
↓

翻
刻
本
文
「
待
ち．
得
て
し
」
）。 

 

３ 

仮
名
の
表
記
は
現
行
の
字
体
に
よ
り
、「
ハ
・
ニ
・
ミ
・
ノ
」
等
の
片
仮
名
表
記

も
平
仮
名
に
改
め
た
。
ま
た
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
違
う
と
こ
ろ
は
原
文
の
ま
ま

と
し
、「
マ
マ
」
と
傍
記
し
た
。 

 

４ 

漢
字
の
表
現
は
、
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
よ
っ
た
（
俗
字
や
略
字
は
原
則

と
し
て
用
い
な
い
）
。
た
だ
し
、
旧
字
・
異
体
字
な
ど
を
部
分
的
に
残
す
（「
嶋
・

浪
・
湊
」
な
ど
は
そ
の
ま
ま
と
す
る
）。
指
示
語
や
助
詞
・
助
動
詞
な
ど
の
漢
字
も

そ
の
ま
ま
残
し
た
（「
此
」
「
哉
」「
也
」
な
ど
）。 

 

５ 

読
み
が
難
し
い
も
の
に
限
っ
て
、
最
小
限
、
漢
字
ま
た
は
漢
語
句
の
右
傍
に
（ 

） 
 

 
 

を
付
し
、
平
仮
名
で
読
み
を
施
し
た
。 

６ 

繰
り
返
し
記
号
「
ゝ
」「
〳
〵
」
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
が
、
濁
音
は
そ
れ
ぞ
れ

「
ゞ
」「
〴
〵
」
で
表
記
し
た
。 

 

７ 

合
字
「

」「
ゟ
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
こ
と
」「
よ
り
」
に
改
め
た
。 

 

８ 

見
せ
消
ち
は
底
本
で
は
訂
正
す
る
語
句
の
左
側
に
抹
消
記
号
「
〻
」
を
付
し
、

そ
の
右
側
に
訂
正
後
の
文
字
を
本
文
よ
り
や
や
小
さ
く
示
し
て
い
る
が
、
本
稿
で

は
抹
消
記
号
を
二
重
抹
消
線
で
示
し
た
。
（
例 

降
つ
も

雪

に

る
↓
降
る．
つ
も

雪

に

る
） 

９ 

翻
刻
の
都
合
上
、
題
・
詞
書
は
底
本
の
記
載
形
式
に
関
わ
ら
ず
、
和
歌
よ
り
二

字
下
げ
と
し
、
左
注
は
三
字
下
げ
と
し
た
。
左
注
等
の
文
章
に
は
句
読
点
を
付
し
、

改
行
は
私
意
で
改
め
た
。 

 

10 

不
審
な
箇
所
に
は
「
マ
マ
」
と
傍
記
し
、
読
解
困
難
な
箇
所
は
「
■
」
で
表
記

し
た
。
底
本
の
誤
脱
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
稿
末
の
【
翻
刻
付
記
】
に

私
見
に
よ
る
改
訂
案
を
ま
と
め
て
記
し
て
い
る
。 

 

11 

製
版
上
の
都
合
に
よ
り
、
丁
付
は
こ
れ
を
記
さ
な
か
っ
た
。 

三 

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
貴
重
資
料
の
閲
覧
、
掲
載
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
山
陰 

歴
史
館
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

   

１ 

神
無
月
朔
日
略
会
詠
歌
青
々
庵 

 

神
無
月
朔
日
略
会
詠
歌
青
々
庵 

 
 

兼
題
初
冬 

１ 

け
ふ
よ
り
は
風
の
音
羽
の
山
も
み
ぢ
散
り．
み
だ
れ
つ
ゝ
冬
は
来
に
け
り 

 

兼
利 

２ 

朝
ぼ
ら
け
雲
吹
く．
風
の
末
見
え
て
雁
が
ね
寒
し
冬
や
来
ぬ
ら
む 

 

日
孝 

３ 

霜
結
ぶ
籬
の
菊
の
ひ
と
本
に
秋
を
残
し
て
冬
は
来
に
け
り 

 

古
樹 

４ 

山
川
の
瀬
ゞ
の
し
が
ら
み
風
越
え．
て
紅
者 マ

マ

流
る
ゝ
冬
は
来
に
け
り 

 

重
好 

５ 

今
朝
は
は
や
千
草
に
霜
の
色
深
み
お
の
づ
か
ら
な
る
冬
は
見
え
け
り 

 

兼
烈 

６ 

き
の
ふ
け
ふ
冬
の
し
る
し
は
大
神
の
高
ね
に
雪
の
見
え
て
寒
け
し 

 

建
比
古 

７ 

大
山
の
高
ね
の
み
雪
見
え
初
め．
て
時
雨
も
し
ら
ぬ
冬
は
来
に
け
り 

 

武
彦 

８ 
虫
の
音
と
ゝ
も
に
か
れ
ふ
す
荻
の
葉
に
霜
見
へ マ

マ

初
む．
る
朝
ぼ
ら
け
哉 

 

常
之 

９ 

澄
み．
渡
る
野
寺
の
鐘
の
こ
ゑ
寒
し
あ
か
つ
き
か
け
て
冬
や
立
つ．
ら
む 

 

豊
正 

 
 
 
 

秋
時
雨 

10 

降
る．
毎
に
夢
路
く
だ
き
て
槙
の
屋
の
時
雨
ぞ
も
の
を
お
も
は
す
る
哉 

 

兼
利 

 
 
 
 

閑
居
時
雨 
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11 

我
が．
庵
を
も
る
月
影
も
消
え．
果
て．
て
時
雨
の
外
に
問
ふ
人
も
な
し 

 

豊
正 

 
 
 
 

山
家
時
雨 

12 
風
す
さ
ぶ
遠
山
里
の
夕
ぐ
れ
は
雲
の
か
へ
し
に
ま
た
時
雨
つ
ゝ 

 

日
孝 

 
 
 
 

田
家
時
雨 

13 

冬
さ
れ
ば
鳴
子
も
ひ
た
も
縄
朽
ち．
て
時
雨
音
な
ふ
小
山
田
の
庵 

 

建
比
古 

 
 
 
 

月
前
時
雨 

14 

村
時
雨
晴
れ．
み
く
も
り
み
冬
の
夜
の
さ
へ マ

マ

行
く．
月
は
見
る
程
も
な
し 

 

同 

 
 
 
 

風
前
時
雨 

15 

風
さ
そ
ふ
浮
雲
も
れ
て
赤
星
の
光
ほ
の
か
に
時
雨
ふ
る
也 

 

常
之 

 
 
 
 

旅
宿
時
雨 

16 

ふ
る
さ
と
の
夢
路
た
ど
り
て
小
夜
時
雨
過
ぎ．
行
く．
か
た
の
な
つ
か
し
き
哉 

 

重
好 

 
 
 
 

浦
鶴
啼
月 

17 

浦
山
の
梢
放
れ
て
鳴
く．
田 （

た

鶴 づ
）

の
声
澄
み．
渡
る
夜
半
の
月
か
げ 

 

豊
正 

 
 
 
 

寄
太
刀
恋 

18 

思
ふ
事
さ
や
に
も
言
は
で
枕
太
刀
身
の
く
る
し
さ
を
い
か
に
忍
ば
ん  

建
比
古 

 
 
 
 

猿 

19 

物
皆
は
人
ま
ね
に
し
て
ひ
と
つ
だ
に
な
に
得
ざ
る
こ
そ
な
げ
き
也
け
れ  

古
樹 

 
 
 
 

蟹 

20 

こ
ゝ
ろ
に
も
あ
ら
ぬ
道
行
く．
あ
し
蟹
は
足
に
や
お
の
が
身
は
引
か．
る
ら
む 

 

重
好 

 
 
 
 

夜
風
似
雨 

21 

物
お
も
ふ
窓
の
灯

（
と
も

火
し
び
）

打
ち．
し
め
り
嵐
の
音
も
雨
と
こ
そ
き
け 

 

日
孝 

 
 
 
 

妓
女
対
鏡 

22 

い
つ
わ マ

マ

り
の
心
う
つ
ら
ば
い
か
に
せ
ん
命
と
た
の
む
お
の
が
か
ゞ
み
に  

常
之 

 
 
 
 

閑
居
水
音 

23 

世
ば
な
れ
し
柴
の
庵
の
寂
し
さ
に
友
と
聞
き．
な
す
水
の
音
哉 

 

兼
利 

  

２ 

お
な
じ
く
十
九
日
略
会 

滄
廼
舎 

 

お
な
じ
く
十
九
日
略
会 

滄
廼
舎 

 
 
 
 

兼
題 

霰 

１ 

玉
は
や
す
む
こ
の
わ
た
り
の
山
風
に
う
き
雲
た
ち
て
霰
降
る．
也 

 

兼
烈 

２ 

殿
も
り
の
か
へ
る
袂
や
寒
か
ら
し
ゑ
び
ら
に
さ
や
ぐ
玉
あ
ら
れ
哉 

 

常
之 

３ 

あ
ら
鷹
の
尾
ぶ
さ
の
鈴
の
音
も
さ
へ マ

マ

て
風
に
み
だ
る
ゝ
玉
霰
哉 

 

日
孝 

４ 

さ
そ
ひ
来
る
風
の
霰
の
あ
ら
ま
し
く
打
ち．
お
ど
ろ
か
す
夜
半
ぞ
寒
け
き 

 

兼
利 

５ 

お
し
鳥
の
明
け．
て
別
れ
し
朝
床
の
玉
藻
み
だ
れ
て
霰
降
る．
也 

 

重
好 

６ 

烏
な
く
な
は
手
の
か
れ
き
風
見
え
て
雲
な
き
空
に
霰
ふ
る
也 

 

古
樹 

７ 

小
ざ
ゝ
原
風
の
み
な
ら
で
降
る．
音
の
暮
れ．
行
く．
も
の
は
あ
ら
れ
也
け
り 

 

長
行 

８ 

村
雲
の
つ
ゝ
む
と
す
れ
ど
月
影
も
と
も
に
も
れ
来
る
玉
霰
か
な 

 

豊
正 

９ 

風
さ
へ マ

マ

て
夜
た
ゞ
あ
ら
れ
の
音
羽
川
渡
る
間
も
な
き
夢
の
浮
は
し 

 

建
比
古 

 
 
 
 

湊
千
鳥 

10 

か
や
し
ま
や
沖
吹
く．
風
の
さ
ゆ
る
か
し
み
な
と
に
む
れ
て
千
鳥
啼
く．
也 

 
 

常
之 

 
 
 
 

枯
野
眺
望 
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11 

朝
ぼ
ら
け
霜
を
千
種
の
花
と
見
て
秋
の
か
た
み
も
残
る
野
べ
か
な 

 

兼
利 

 
 
 
 

田
水 

12 
垣 （

か

内
田

き
つ
た
）

を
め
ぐ
り
し
水
の
音

信

（
お
と
づ
れ
）

も
よ
そ
に
隔
て
て
薄

氷

（
う
す
ら
ひ
）

に
け
り 

 

日
孝 

 
 
 
 

池
鴨 

13 

池
水
の
鏡
に
己
が
影
見
え
て
あ
さ
じ マ

マ

あ
ら
そ
ふ
き
し
の
あ
し
鴨 

 

兼
烈 

 
 
 
 

冬
月 

14 

雲
の
波
た
ち
も
さ
は
が
で
冬
の
夜
の
月
の
み
船
の
さ
へ マ

マ

渡
る
見
ゆ 

建
比
古 

 
 
 
 

瀧 

15 

雲
ま
よ
ふ
岩
ほ
の
上
に
あ
ら
は
れ
て
お
ち
く
る
た
き
の
末
け
ぶ
る
也 

 

古
樹 

 
 
 
 

橋 

16 

雲
水
と
流
れ
渡
り．
て
よ
の
た
め
に
た
て
し
誓
ひ．
の
橋
ば
し
ら
哉 

 

日
孝 

 
 
 
 

旅
行
友 

17 

心
か
ら
い
そ
ぐ
旅
路
の
行
く．
先
も
お
く
れ
ぬ
友
は
杖
に
ぞ
有
り．
け
る 

 

兼
烈 

 
 
 
 

落
葉
煙 

18 

夕
げ
た
く
千
里
の
け
ぶ
り
立
つ．
里
に
あ
へ
て
賑
は．
ふ
世
も
し
る
き
哉 

 

兼
利 

 
 
 
 

草
庵
雨 

19 

霜
を マ

マ

も
る
心
の
く
ま
は
解
け．
に
け
り
草
の
庵
の
夜
の
む
ら
雨 

 

常
之 

 
 
 
 

関 

20 

人
す
ま
ぬ
須
磨
の
磯
屋
は
荒
れ．
は
て
ゝ
あ
ら
し
の
外
に
関
守
は
な
し 

 
 

建
比
古 

  

３ 

お
な
じ
く
廿
八
日 

略
会 

虎
嘯
軒
く
さ
〴
〵 

 

お
な
じ
く
廿
八
日 

略
会 

虎
嘯
軒
く
さ
〴
〵 

 
 
 
 

寒
夜
衾 

１ 

ふ
り
し
世
の
雪
の
山
人
い
か
な
ら
む
思
へ
ば
寒
き
わ
が
衾
か
な 

 

日
孝 

 
 
 
 

橋
上
霜 

２ 

終

夜

（
よ
も
す
が
ら
）

降
り．
し
く
橋
の
い
た
づ
ら
に
渡
る
も
お マ

マ

し
き
霜
の
色
哉 

 

冬
人 

 
 
 
 

水
郷
舟 

３ 

ひ
を
の
よ
る
川
瀬
の
網
代
見
る
程
は
心
し
て
さ
せ
宇
治
の
柴
船 

 

兼
烈 

 
 
 
 

江
寒
芦 

４ 

ふ
み
し
だ
く
さ
ぎ
の
み
の
毛
に
霜
散
り．
て
入
江
淋
し
き
芦
の
一
む
ら 

 

古
樹 

 
 
 
 

炭
竃 

５ 

雪
を
吹
く．
嵐
は
絶
え．
て
炭
竈
の
け
ぶ
り
に
こ
も
る
松
の
一
む
ら 

 

常
之 

 
 
 
 

冬
月 

６ 

み
だ
れ
ふ
す
野
辺
の
か
や
生

（
ふ
）

も
霜
白
く
お
き
ゐ
て
月
は
さ
へ マ

マ

ま
さ
る
也 

 

兼
利 

 
 
 
 

寒
草 

７ 

野
辺
見
れ
ば
秋
の
か
た
み
の
色
も
な
し
霜
の
翁
の
草
の
み
に
し
て 

 

建
比
古 

 
 
 
 

早
梅 

８ 

春
を
の
み
待
つ．
ら
ん
梅
の
ほ
末
よ
り
に
ほ
ふ
は
雪
の
花
か
あ
ら
ぬ
か 

 

重
好 

 
 
 
 

牛 

９ 

家
路
だ
に
忘
る
ゝ
ば
か
り
は
な
れ
牛
な
に
ゝ
引
か．
れ
て
い
づ
ち
行
く．
ら
む 

 

日
孝 

 
 
 
 

磯
浪 

10 

こ
ゝ
ろ
な
き
い
は
ほ
も
磯
の
荒
波
に
う
も
れ
な
が
ら
の
花
は
な
し
け
り  

冬
人 

 
 
 
 

冬
夜 
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11 

冬
さ
れ
ば
窓
の
や
つ
れ
に
風
見
え
て
夜
た
ゞ
夢
さ
へ
破
れ
勝
ち．
な
る 

 

兼
烈 

 
 
 
 

閑
居
夜
雨 

12 
し
た
ゞ
り
の
音
を
し
ら
ず
は
窓
の
竹
そ
よ
ぐ
と

斗
（
ば
か
）

り
聞
き．
や
あ
か
さ
む 

 
 

古
樹 

 
 
 
 

海
路
日
暮 

13 

和
田
の
原
船
よ
り
外
は
果
て．
も
な
し
雲
井
も
わ
か
ぬ
夕
暮
の
空 

 

常
之 

 
 
 
 

旅
宿 

14 

ふ
る
里
を
お
も
ふ
心
は
誰
し
か
も
哀
れ．
は
お
な
じ
旅
の
枕
に 

 

兼
利 

 
 
 
 

川 

15 

大
井
川
日
毎
に
く
だ
す
い
か
だ
士
も
花
に
棹
さ
す
お マ

マ

り
は
忘
れ
じ 

 

建
比
古 

 
 
 
 

寄
竹
祝 

16 

世
の
か マ

マ

さ
は
心
に
こ
め
て
呉
竹
の
う
れ
し
き
ふ
し
に
見
ゆ
る
色
哉 

 

重
好 

 
 
 
 

雪 

17 

白
妙
の
中
に
ひ
と
む
れ
色
づ
き
て
あ
さ
る
烏
の
雪
の
明
け．
ぼ
の 

 

兼
烈 

18 

有
明
の
月
の
空
め
は
頃
す
ぎ
て
白
雪
深
し
み
よ
し
の
ゝ
里 

 
武
彦 

19 

山
烏
声
の
み
漏
れ
て
降
る．
雪
に

翔
（
つ
ば
さ
）

も
た
ゆ
く
打
ち．
払
ふ
ら
む 

 

日
孝 

20 

み
な
と
江
や
い
そ
輪
の
鴨
の
声
さ
へ マ

マ

て
雪
に
成
り．
行
く．
出
雲
路
の
山 

 

常
之 

21 

鏡
山
峯
の
白
雪
み
が
け
と
や
い
づ
る
月
さ
へ
光
り
そ
ふ
ら
む 

 

兼
利 

22 

め
づ
ら
し
と
詠
め．
し
色
も
今
は
な
し
積
も．
る
や
さ
が
の
雪
の
夕
暮 

 

古
樹 

23 

降
り．
は
へ
て
と
ふ
人
ま
れ
に
成
り．
に

鳧
（
け
り
）

雪
に
こ
も
れ
る
竹
の
下
窓 

 

重
好 

24 

吹
き．
な
び
く
風
の
姿
も
あ
ら
は
れ
て
雪
に
末
ふ
す
軒
の
村

（
む
ら

竹
た
け
） 

 

長
行 

25 

朝
ぼ
ら
け
さ
て
も
有
田
の
稲
茎
も
鹿
の
子
ま
だ
ら
に
雪
ぞ
見
へ マ

マ

つ
つ 

 

冬
人 

26 

白
妙
に
跡
を
し
ま
れ
て
立
ち．
出
で．
む
心
も
た
ゆ
む
雪
の
明
け．
ぼ
の 

 

建
比
古 

27 

鳩
の
な
く
山
ふ
と
こ
ろ
の
楷
だ
に
花
見
へ マ

マ

初
め．
て
初
雪
ぞ
降
る． 

 

重
固 

  

４ 

霜
月
二
日
略
会 

日
孝 

 

霜
月
二
日
略
会 

日
孝 

 
 
 
 

兼
題 

埋
火 

１ 

み
る
夢
は
春
に
か
よ
ひ
て
冬
の
夜
の
長
き
も
し
ら
ぬ
埋
火
の
本 

 

兼
烈 

２ 

冬
ご
も
り
か
た
ら
ふ
こ
と
も
こ
ん
春
の
思
ひ
お
こ
せ
る
埋
火
の
本 

 

日
孝 

３ 

お
も
は
ず
も
夢
と
成
り．
け
り
埋
火
を
い
く
度
と
な
く
か
き
起
こ．
す
間
に 

 

重
固 

４ 

更
け．
行
け．
ば
閨
の
埋
火
か
き
絶
え．
て
渡
る
も
寒
き
夢
の
浮
は
し 

 

豊
正 

５ 

空
だ
き
の
梅
が
ゝ
か
を
る
埋
火
に
ね
ぶ
り
し
猫
の
夢
や
い
か
な
る 

 

常
之 

６ 

か
ひ
な
れ
し
手
さ
へ
放
れ
て
唐
猫
の
夜
た
ゞ
ね
ぶ
れ
る
埋
火
の
本 

 

重
好 

７ 

さ
へ マ

マ

ま
さ
る
夜
半
に
も
有
る．
か
埋
火
の
か
し
ら
の
雪
は
は
ら
ひ
尽
く．
せ
ど 

 
 

建
比
古 

８ 

空
だ
き
に
し
ば
し
は
春
の
こ
ゝ
ち
し
て
ゆ
め
長
閑
な
る
埋
火
の
本 

 

常
之 

９ 

か
た
る
べ
き
友
な
ら
ね
ど
も
埋
火
は
寒
き
心
の
た
の
み
成
り．
け
り 

 

兼
利 

10 

霜
さ
ゆ
る
閨
の
や
つ
れ
の
有
明
に
と
は
れ
で
寒
き
埋
火
の
本 

 

重
好 

11 
雪
ふ
れ
ば
籬
も
あ
れ
て
白
菊
の
俤
に
ほ
ふ
埋
火
の
も
と 

 

日
孝 

12 

松
風
の
音
に
心
を
す
ま
す
哉
お
い
の
友
な
る
埋
火
の
も
と 

 

兼
烈 

13 

ひ
と
り
守
る．
閨
の
埋
火
小
夜
更
け．
て
お
く
霜
白
く
な
る
ぞ
寒
け
き 

 

長
行 

 
 
 
 

冬
田 

14 

鳴
子
に
は
驚
か
さ
れ
ぬ
小
山
田
の
お
ち
穂
に
な
る
ゝ
む
ら
雀
哉 

 

建
比
古 
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15 

夕
日
影
つ
た
ふ
鳴
子
の
縄
朽
ち．
て
お
と
せ
ぬ
冬
は
淋
し
か
り
け
り 

 

重
好 

16 

小
山
田
に
今
は
鳴
子
の
か
げ
も
な
し
あ
さ
る
烏
の
声
し
げ
く
し
て 

 

兼
烈 

17 
刈
り．
残
す
稲

生

（
い
な
ふ
）

に
く
れ
て
家
鴨
の
あ
さ
る
門
田
は
霜
が
れ
に
け
り 

 

常
之 

18 

水
か
れ
し
田
の
面
に
あ
さ
る
烏
さ
へ
お
の
が
さ
ま
〴
〵
見
ゆ
る
冬
か
な 

 
 

兼
利 

19 

朝
な
〳
〵
霜
置
き．
そ
ひ
て
小
山
田
の
庵
も
し
ど
ろ
に
成
り．
に
け
る
か
な 

 
 

日
孝 

20 

刈
り．
残
す
山
田
の
稲
葉
風
見
え
て
影
さ
へ マ

マ

渡
る
冬
の
夜
の
月 

 

長
行 

21 

か
り
残
す
山
田
の
か
ゝ
し
老
い．
ぬ
れ
ば
も
る
に
か
ひ
な
き
雪
の
朝
空 

 

豊
正 

  
 
 
 

遠
村
鶏 

22 

ほ
ど
と
ふ マ

マ

き
こ
の
野
の
末
の
鳥
が
音
も
風
に
よ
せ
来
る
朝
朗
哉 

 

兼
利 

23 

山
か
げ
の
松
原
ご
し
に
里
見
え
て
鶏
が
音
遠
き
朝
ぼ
ら
け
か
な 

 

長
行 

24 

遠
く
と
も
聞
き．
も
ま
が
は
ぬ
鶏
が
音
に
此
の．
里
ま
で
や
あ
け
む
と
す
ら
む 

 

建
比
古 

25 

は
る
け
く
て
た
つ
る
朝
け
の
影
の
な
し
聞
く．
鶏
が
音
や
い
づ
こ
な
る
ら
ん 

 
兼
烈 

26 

月
影
は
小
ま
つ
が
う
れ
に
か
く
ろ
ひ
て
鶏
が
音
高
き
遠
方
の
里 

 

常
之 

27 

遠
方
や
し
み
立
つ．
杉
の
ひ
ま
も
れ
て
里
は マ

マ

床
し
き
鶏
の
こ
へ マ

マ

か
な 

 

日
孝 

28 

朝
け
た
つ

遠
（
を
ち
）

の
一
村
ほ
の
見
え
て
明
け．
ん
と
告
ぐ．
る
く
た
か
け
の
こ
へ マ

マ 
 

豊
正 

29 

夜
ご
も
り
に
う
た
ふ
や
い
づ
ら
庭
つ
鳥
声
の
み
も
る
ゝ
松
の
一
む
ら 

 

重
好 

 

 

５ 

兼
題
橋
上
霜 

 

古
蔭
撰 

 

兼
題
橋
上
霜 

 

古
蔭
撰 

 
 
 
 

左 

１ 

影
渡
す
橋
よ
り
外
は
霜
も
な
し
朝
日
や
松
の
木
が
く
れ
に
し
て 

 

鎮
喜 

 
 
 
 

右
勝 

２ 

杣
人
は
は
や
渡
り
け
ん
朝
霜
に
後
こ
そ
見
ゆ
る マ

マ

谷
の
柴
は
し 

 

重
矩 

 
 
 
 

左
持 

３ 

赤
星
の
光
こ
ぼ
る
ゝ
霜
の
上
に
波
風
さ
ゆ
る
淀
の
大
は
し 

 

常
之 

 
 
 
 

右 

４ 

都
人
と
渡
り
捨
て．
し
八
ツ
橋
の
後
な
つ
か
し
き
霜
の
色
か
な 

 

重
好 

 
 
 
 

左 

５ 

月
さ
ゆ
る
山
裾
川
の
朽
木
橋
霜
な
く
夜
半
は
人
影
も
な
し 

 

尊
蔭 

 
 
 
 

右
勝 

６ 

か
た
お マ

マ

か
の
ふ
る
の
板
橋
白
妙
に
朝
け
の
霜
や
か
け
か
ふ
る
ら
む 

 

知
方 

 
 
 
 

左
勝 

７ 

有
明
の
月
か
と
見
れ
ば
橋
の
上
に
霜
置
き．
そ
え マ

マ

る

朝

朗

（
あ
さ
ぼ
ら
け
）

か
な 

 

房
則 

 
 
 
 

右 

８ 

ゆ
き
か
よ
ふ
人
も
と
絶
え．
て
板
ば
し
に
今
朝
さ
え
わ
た
る
霜
の
色
哉 

 

鎮
喜 

 
 
 
 

左
勝 

９ 

む
さ
ゝ
び
の
鳴
く．
音
落
ち．
来
る
谷
川
の
黒
木
の
橋
に
霜
さ
ゆ
る
也 

 

秀
年 

 
 
 
 

右 

10 

さ
よ
更
け．
て
ひ
と
り
行
く．
野
の
小
板
橋
渡
る．
も
寒
し
霜
や
置
く．
ら
む 

 

豊
正 

 
 
 
 

左 
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11 

あ
ら
し
吹
く．
音
ば
か
り
し
て
更
く．
る
夜
の
月
さ
へ マ

マ

渡
る
霜
の
板
ば
し 

 

房
則 

 
 
 
 

右
勝 

12 
と
ふ
人
も
な
く
て
朽
ち．
ぬ
る
棚
橋
の
置
く．
霜
白
く
也
に
け
る
か
な 

 

重
固 

 
 
 
 

左 

13 

橋
ば
し
や
人
も
か
よ
は
ぬ
霜
の
上
に
さ
む
け
く
渡
る
朝
嵐
か
な 

 

兼
利 

 
 
 
 

右
勝 

14 

お
く
霜
に
光
を
添
へ．
て
有
明
の
月
こ
そ
渡
れ
峰
の
桟 

 

か
を
る 

 
 
 
 

左 

15 

天
津
空
雲
の
浮
橋
お
く
霜
に
ほ
の
め
き
渡
る
朝
日
影
か
な 

 

知
方 

 
 
 
 

右
勝 

16 

水
音
の
残
る
も
あ
わ マ

マ

れ
聞
こ．
ゆ
也
谷
の
か
け
は
し
霜
や
置
く．
ら
ん 

 

尊
蔭 

 
 
 
 

左 

17 

霜
結
ぶ
丸
木
の
橋
の
危
ふ．
さ
を
渡
り
し
人
の
後
に
見
る
か
な 

 

長
行 

 
 
 
 

右
勝 

18 

あ
と
絶
え．
し
ふ
し
木
の
橋
の
ふ
し
ぎ
に
も
今
朝
置
く．
霜
の
花
は
咲
き．
け
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

薫 

 
 
 
 

左
持 

19 

ゆ
ふ
月
の
霜
の
上
な
る
雲
影
に
渡
る
も
寒
き
山
川
の
は
し 

 

長
行 

 
 
 
 

右 

20 

は
な
れ
行
く．
月
毛
の
駒
の
霜
を
踏
む．
つ
ま
音
さ
ゆ
る
野
路
の
板
橋 

 

常
之 

 
 
 
 

左
勝 

21 

川
添
ひ．
の
松
の
木
か
げ
は
明
け．
や
ら
で
霜
よ
り
し
ら
む
前
の
棚
橋 

 

秀
年 

 
 
 
 

右 

22 

さ
へ マ

マ

し
夜
の
ほ
ど
は
し
ら
れ
て
朝
霜
の
色
見
へ マ

マ

初
む．
る
野
辺
の
岩
橋 

 

兼
利 

 
 
 
 

左
勝 

23 

谷
川
の
黒
木
の
橋
の
霜
の
上
を
渡
り
か
ね
て
や
し
と
ゞ
鳴
く．
な
り 

 

鎮
喜 

 
 
 
 

右 

24 

さ
へ マ

マ

渡
る
夜
は
に
も
有
る．
か
遠
方
の
霜
の
橋
ゝ
見
ゆ
る
寒
け
き 

 

長
行 

 
 
 
 

左
勝 

25 

梓
弓
矢
は
ぎ
の
橋
の
霜
の
上
を
早
く
も
渡
る
冬
の
朝
風 

 

重
矩 

 
 
 
 

右 

26 

千
代
か
け
て
お
き
渡
す
ら
し
竹
橋
の
ふ
し
め
さ
や
か
に
見
ゆ
る
霜
哉 

 

重
好 

 
 
 
 

左 

27 

さ
ゞ
浪
や
志
賀
の
大
曲
浦

（
お
ほ
わ
だ
）

照
る．
月
に
霜
さ
へ マ

マ

渡
る
瀬
田
の
長
橋 

 

薫 

 
 
 
 

右
勝 

28 

我
が．
門
の
ひ
と
つ
棚
橋
霜
ち
り
て
此
の．
河
下
の
音
ぞ
か
れ
ぬ
る 

 

重
固 

 
 
 
 

ぬ
き
八
首 

29 

谷
川
の
黒
木
の
橋
の
霜
の
上
に
先
づ．
後
つ
け
て
し
と
ゞ
鳴
く．
也 

 

鎮
喜 

30 

赤
星
の
光
こ
ぼ
る
ゝ
霜
の
上
に
川
風
さ
ゆ
る
淀
の
大
は
し 

 

常
之 

31 

我
が．
門
の
一
つ
棚
橋
霜
ち
り
て
早
瀬
の
水
も
音
か
れ
に
け
り 

 

重
固 

32 

梓
弓
矢
は
ぎ
の
橋
の
霜
の
上
を
早
く
も
渡
る
冬
の
朝
風 

 

重
矩 

33 

み
や
こ
人
と
わ
た
り
捨
て．
し
八
ツ
橋
の
跡
な
つ
か
し
き
霜
の
色
哉 

 

重
好 

34 

杣
人
や
ま
だ
き
渡
り
し
朝
霜
に
跡
こ
そ
み
ゆ
れ
谷
の
柴
橋 

 

重
矩 

35 

と
ふ
人
も
な
く
て
朽
ち．
ぬ
る
棚
橋
に
置
く．
霜
白
き
朝
ぼ
ら
け
か
な 

 

重
固 

36 
逸 

川
添
ひ．
の
松
の
木
蔭
は
夜
深
き
を
霜
こ
そ
し
ら
め
前
の
棚
橋 

 

秀
年 

  

６ 

兼
題
鷹
狩 

古
蔭
喜
蔭
両
撰 
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兼
題
鷹
狩 

古
蔭
喜
蔭
両
撰 

 
 
 
 

左
勝 

１ 
と
さ
け
び
に
落
ち．
来
る
鷹
の
鈴
の
音
も
溢
れ
て
寒
き
雪
の
上
哉 

 

鎮
喜 

 
 
 
 

右 

２ 

鈴
の
音
も
雲
井
は
る
か
に
飛
ぶ
鷹
の
み
末
の
鳥
や
い
づ
れ
成
る．
ら
む 

 

薫 

 
 
 
 

左
勝 

３ 

吹
く．
風
も
鳥

立

（
と
だ
ち
）

に
お
な
じ
音
は
し
て
猶
か
り
く
ら
き マ

マ

小
野
ゝ
し
の
原 

 

兼
利 

 
 
 
 

右 

４ 

狩
り．
く
れ
し
弓
張
月
の
影
見
え
て
あ
す
も
ま
と
ゐ
の
鷹
や
は
な
た
ん 
 

知
方 

 
 
 
 

左
勝 

５ 

降
る．
雪
に
鳥
立
か
き
く
れ
は
し
鷹
の
声
の
み
き
ほ
ふ
朝
朗
哉 

常
之 

 
 
 
 

右 

６ 

ま
す
ら
を
が
こ
へ マ

マ

を
放
れ
て
飛
ぶ．
鷹
の
羽
風
身
に
し
む
み
か
り
野
ゝ
原 

 

尊
蔭 

 
 
 
 

左
勝 

７ 

枯
れ．
た
て
る

芒
（
す
す
き
）

霜
ち
る
夕
風
に
み
だ
れ
て
寒
し
は
し
鷹
の
声 

 

重
好 

 
 
 
 

右 

８ 

大
原
に
け
ふ
か
り
く
る
ゝ
名
残
と
や
小
し
ほ
の
山
に
雉

子

（
き
ぎ
す
）

鳴
く．
也 

 

房
則 

 
 
 
 

左
持 

９ 

は
な
ち
や
る
鷹
の
行
方
お マ

マ

見
る
が
内
に
雪

吹

（
ふ
ぶ
き
）

立
つ．
也
小
野
ゝ
し
の
原 

 

尊
蔭 

 
 
 
 

右 

10 

暮
れ
を
ゝ
し
み
今
ひ
と
た
び
と
は
な
ち
や
る
つ
か
れ
の
鷹
は
風
に
流
る
ゝ 

 
 

兼
利 

 
 
 
 

左 

11 

鈴
の
音
も
と
も
に
あ
ま
ぎ
る
白
雪
は
し
ら
ふ
の
鷹
の
影
に
や
有
る．
ら
し 

 

薫 

 
 
 
 

右
勝 

12 

荒
鷹
の
す
ゝ
む
心
も
た
ゆ
み
て
や
雪
吹
の
末
に
声
ぞ
落
ち．
来
る 

 

重
好 

 
 
 
 

左 

13 

あ
は
せ
つ
る
鳥
の
行
方
は
か
き
く
れ
て
雪
吹
き．
し
き
る
小
野
ゝ
枯
れ．
原 

 
 

常
之 

 
 
 
 

右
勝 

14 

は
な
ち
や
る
鷹
の
尾
ぶ
さ
の
鈴
の
音
も
雪
吹
に
た
へ
ぬ
み
か
り
野
ゝ
原 

 
 

知
方 

 
 
 
 

左 

15 

は
し
鷹
の
遠
見
を
立
つ．
る
け
ふ
は
と
て
猶
や
わ
け
入
る．
か
た
岡
の
山 

 

房
則 

 
 
 
 

右
勝 

16 

荒
鷹
の
空
飛
ぶ．
風
に
片
岡
の
尾
越
の
松
は
雪
散
り．
に
け
り 

 

鎮
喜 

 
 
 
 

左 

17 

か
き
く
ら
し
し
る
し
の
鈴
の
音
絶
え．
ぬ
雪
の
い
づ
こ
に
き
ゐ
や
し
ぬ
ら
ん 

 
 

日
孝 

 
 
 
 

右
勝 

18 

狩
り．
捨
て．
て
鷹
飛
ぶ．
空
の
夕
曇
り
野
山
は
雪
の
降
り．
つ
も
る
ら
し 

 

重
固 

 
 
 
 

左
持 

19 

鈴
が
音
も
雲
井
に
絶
え．
て
白
鷹
の
尾
越
の
山
に
み
雪
降
る．
な
り 

 

同 

 
 
 
 

右 

20 
若
鷹
の
い
ま
は
と
き
ほ
ふ
た マ

マ

ふ
る
ひ
に
鳥
ふ
し
原
に
風
さ
わ
ぐ
也 

 

薫 

 
 
 
 

左
勝 

21 

狩
り．
く
ら
し
み
雪
降
る．
野
は
手
に
す
ゆ マ

マ

る
白
ふ
の
鷹
の
色
も
寒
け
し 

 

鎮
喜 

 
 
 
 

右 
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22 

狩
り．
く
ら
し
手
に
引
き
す
ゆ マ

マ

る
は
し
鷹
の
羽
風
も
寒
き
野
辺
の
夕
暮 

 

繁
材 

 
 
 
 

左
勝 

23 
こ
て
の
上
に
つ
か
れ
て
帰
る
は
し
鷹
の
さ
か
羽
み
だ
れ
て
夕
風
ぞ
吹
く． 

 
 
 

尊
蔭 

 
 
 
 

右 

24 

荒
鷹
の
時
待
ち．
か
ね
し
ゆ
き
と
り
に
吹
雪
立
つ．
也
柴
の
下
道 

 

薫 

 
 
 
 

抜 

古
蔭 

25 

狩
り．
く
ら
し
み
雪
降
る．
野
は
手
に
す
こ マ

マ

る
白
ふ
の
鷹
の
色
も
寒
け
し 
 

鎮
喜 

26 

若
鷹
の
鈴
が
音
き
ほ
ふ
曙
に
鳥
の
ふ
し
原
風
さ
わ
ぐ
也 

 

薫 

27 

吹
く．
風
の
お
と
も
鳥
立
の
心
地
し
て
猶
狩
り．
く
ら
す
小
の
ゝ
し
の
原 

 

兼
利 

28 

狩
り．
く
ら
し
鷹
呼
ぶ
空
の
薄
曇
り
野
山
は
雪
の
降
り．
つ
も
る
ら
し 

 

重
固 

29 

降
る．
雪
に
鳥
立
か
き
く
れ
は
し
鷹
の
声
の
み
き
ほ
ふ
朝
朗
か
な 

 

常
之 

30 

放
ち
や
る
鷹
の
行
へ
も
搔
き．
暮
れ．
て
雪
吹
立
つ．
也
小
の
ゝ
し
の
原 

 

尊
蔭 

31 

暮
を
ゝ
し
み
今

一
（
ひ
と
）

よ
り
と
放
ち
や
る
つ
か
れ
の
鷹
は
風
流
れ．
せ
り 

 
 

兼
利 

32 

鈴
が
音
も
雲
井
に
消
え．
て
白
鷹
の
尾
越
の
山
に
み
ゆ
き
降
る．
也 

 

重
固 

33 

こ
て
の
上
に
つ
か
れ
て
帰
る
は
し
鷹
の
逆
羽
み
だ
る
ゝ
夕
嵐
哉 

 

尊
蔭 

 
 
 
 
 

右
九
首
め
で
た
く
侍
り
。
尤
も．
群
を
抜
き．
出
で．
た
る
は
次
の
鳥

（
と
）

さ
け
び
也
。 

34 

鳥
さ
け
び
に
き
ほ
へ
る
鷹
の
鈴
の
ね
も
溢
れ
て
寒
き
雪
の
上
哉 

 

鎮
喜 

  
 
 
 

喜
蔭
ぬ
き 

35 

こ
て
の
上
に
つ
か
れ
て
帰
る
は
し
鷹
の
さ
か
羽
み
だ
る
ゝ
小
野
ゝ
夕
風 

 
 

尊
蔭 

36 

荒
鷹
の
す
ゝ
む
心
も
た
ゆ
み
て
や
雪
吹
の
末
に
声
の
落
ち．
来
る 

 

重
好 

37 

を
す
ゝ
き
の
か
れ
ふ
霜
ち
る
夕
風
に
み
だ
れ
て
寒
し
は
し
鷹
の
こ
ゑ 

 

同 

38 

ま
す
ら
を
が
声
を
放
れ
て
飛
ぶ．
鷹
の
羽
風
身
に
し
む
み
狩
の
ゝ
原 

 

尊
蔭 

39 

夕
か
り
に
今
ひ
と
た
び
と
は
な
ち
や
る
つ
か
れ
の
鷹
ぞ
風
に
流
る
ゝ 

兼
利 

40 

と
さ
け
び
に
落
ち．
来
る
鷹
の
鈴
が
音
も
溢
れ
て
寒
き
雪
の
上
哉 

 

鎮
喜 

  

７ 

兼
題
閑
居
夢 

古
蔭
撰 

 

兼
題
閑
居
夢 

古
蔭
撰 

 
 
 
 

左
持 

１ 

遁
れ
す
む
ま
く
ら
の
山
に
花
鳥
の
夢
な
ぐ
さ
む
る
夜
半
も
有
り．
け
り 

 

薫 

 
 
 
 

右 

２ 

と
ひ
き
ぬ
と
見
え
つ
る
人
は
夢
路
に
て
枕
の
山
に
月
更
け．
に
け
り 

 

秀
年 

 
 
 
 

左
勝 

３ 

あ
れ
ま
さ
る
笹
の
庵
に
世
を
し
め
て
夢
に
も
な
ら
す
風
の
音
哉 

 

常
之 

 
 
 
 

右 

４ 

寐
覚
め．
け
り
見
は
て
ぬ
夢
の
跡
と
へ
ば
嵐
は
峰
の
月
に
吹
く．
な
り 

 

尊
蔭 

 
 
 
 

左 

５ 

塵
つ
も
る
心
の
う
ち
に
折
〳
〵
は
け
ふ
九
重
の
夢
を
見
る
か
な 

 

鎮
喜 

 
 
 
 

右
勝 

６ 

千
さ
と
行
く．
夢
路
も
絶
え．
て
小
夜
深
き
葎
の
宿
に
嵐
吹
く．
也 

 

繁
材 

 
 
 
 

左
勝 

７ 

八
重
む
ぐ
ら
し
げ
れ
る
宿
も
折
〳
〵
は
夢
路
よ
り
こ
そ
世
に
通
ひ
け
れ 

 

日
孝 

 
 
 
 

右 

８ 

月
か
げ
に
と
は
る
ゝ
の
み
の
庵
哉
浮
世
に
か
よ
ふ
夢
は
見
つ
れ
ど 

 

長
行 

 
 
 
 

 

上
下
の
■
の
ゝ
例
の
連
哥
の
如
く
聞
こ．
へ マ

マ

て
只
理
屈
の
み
也
。
風
韻
風
概
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か
く
て
は
言
ひ．
が
た
し
。 

 
 
 
 

左
勝 

９ 
夜
も
す
が
ら
風
に
問
は．
る
ゝ
か
く
れ
屋
は
夢
も
浮
世
に
か
へ
り
や
は
す
る 

 
 

兼
利 

 
 
 
 

右 

10 

た
ち
か
へ
り
又
も
浮
世
に
す
む
と
見
し
夢
の
末
吹
く．
朝
の
松
か
ぜ 

 

薫 

 
 
 
 

左
持 

11 

の
が
れ
す
む
心
の
ま
ま
の
手
枕
に
う
し
と
見
し
夜
の
夢
や
何
也 

 

常
之 

 
 
 
 

右 

12 

人
し
ら
ず
す
め
る
枕
の
夢
な
が
ら
三
つ
の
友
に
は
あ
は
ぬ
夜
ぞ
な
き 
 

秀
年 

 
 
 
 

左
勝 

13 

遁
れ
こ
し
心
の
外
の
夢
路
の
み
浮
世
に
か
よ
ふ
夜
半
も
有
り．
け
り 

 

繁
材 

 
 
 
 

右 

14 

世
を
い
と
ふ
窓
の
灯
火
影
消
え．
て
見
は
て
ぬ
夢
も
淋
し
か
り
鳧 

 

長
行 

 
 
 
 

左
持 

15 

住
み．
わ
ぶ
る
我
が．
心
よ
り
塵
の
世
の
哀
れ．
を
猶
も
む
す
ぶ
夢
か
な 

 

兼
利 

 
 
 
 

右 

16 

塵
つ
も
る
朽
ち．
ば
に
道
は
た
ゆ
れ
ど
も
夢
は
浮
世
に
通
ひ
つ
る
哉 

 
鎮
喜 

 
 
 
 

左
持 

17 

淋
し
さ
を
な
ぐ
さ
め
と
て
や
隠
れ．
家
の
夢
に
も
結
ぶ
月
花
の
友 

 

兼
利 

 
 
 
 

右 

18 

浅
茅
生
の
ま
が
き
も
夢
の
か
よ
ひ
路
も
降
り．
こ
そ
埋
め
夜
半
の
白
雪 

 

常
之 

 
 
 
 

左 

19 

花
鳥
の
夢
も
と
だ
え
て
笹
が
に
の
糸
よ
り
細
き
す
ま
ひ
也
け
り 

 

鎮
喜 

 
 
 

 

右
勝 

20 

松
風
の
音
の
み
か
よ
ふ
枕
に
は
結
ぶ
夢
さ
へ
塵
な
か
り
け
り 

 

秀
年 

 
 
 
 

左 

21 

住
み．
な
れ
し
蓬
が
お
く
は
夢
路
さ
へ
お
の
が
心
に
ま
か
せ
て
ぞ
ゆ
く 

 

薫 

 
 
 
 

右
勝 

22 

夢
に
だ
に
心
を
わ
ぶ
る
隠
れ．
家
は
か
こ
と
が
ま
し
き
小
夜
嵐
哉 

 

兼
利 

 
 
 
 

左
持 

23 

の
が
れ
す
む
竹
の
ま
が
き
も
あ
れ
は
て
ゝ
浮
世
の
夢
も
ま
ば
ら
也
け
り 

 
 

常
之 

 
 
 
 

右 

24 

と
も
す
れ
ば
清
き
流
れ．
に
か
く
れ マ

マ

か
な
捨
て．
し
浮
世
の
夢
の
う
き
は
し 

 

薫 

 
 
 
 

抜 

古
蔭 

25 

の
が
れ
こ
し
心
の
外
の
夢
ば
か
り
浮
世
に
か
よ
ふ
道
は
有
り．
け
り 

 

繁
材 

26 

終
夜
風
に
と
は
る
ゝ
隠
れ．
家
は
夢
も
浮
世
に
か
へ
ら
ざ
り
け
り 

 

兼
利 

27 

と
ひ
来
ぬ
と
見
え
つ
る
人
は
夢
路
に
て
枕
の
山
に
月
更
け．
に
け
り 

 

秀
年 

28 

の
が
れ
す
む
心
の
ま
ゝ
の
手
枕
に
う
し
と
見
し
よ
の
夢
や
何
也 

 

常
之 

29 

の
が
れ
住
む．
枕
の
山
は
月
花
の
夢
な
ぐ
さ
む
る
夜
は
も
有
り．
け
り 

 

薫 

30 

荒
れ．
ま
さ
る
さ
ゝ
の
庵
に
世
を
し
め
て
夢
に
も
侘
ぶ
る
風
の
音
哉 

 

常
之 

31 

住
み．
わ
ぶ
る
我
が．
心
よ
り
塵
の
世
の
哀
れ．
を
結
ぶ
夢
も
有
り．
け
り 

 

兼
利 

32 

散
り．
つ
も
る
朽
葉
に
道
は
絶
ゆ．
れ
ど
も
夢
は
浮
世
に
か
よ
ひ
の
み
し
て 

 
 

鎮
喜 

33 

松
風
の
音
の
み
か
よ
ふ
枕
に
は
結
ぶ
夢
路
も
塵
な
か
り
け
り 

 

秀
年 

34 

の
が
れ
す
む
竹
の
籬
も
荒
れ．
は
て
ゝ
夢
路
さ
へ
こ
そ
ま
ば
ら
也
け
り

マ

マ 
 

常
之 

35 
谷
川
の
清
き
流
れ
に
か
く
る
哉
す
て
し
う
き
よ
の
夢
の
う
き
は
し 

 

薫 

36 

逸 
人
し
れ
ず
結
ぶ
枕
の
夢
な
が
ら
み
つ
の
友
に
は
あ
は
ぬ
夜
ぞ
な
き 

 
 

秀
年 
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８ 

兼
題
馬 

古
蔭
撰 

 
兼
題
馬 

古
蔭
撰 

 
 
 
 

左
勝 

１ 

ま
す
ら
を
が
い
さ
む
と
し
ら
せ
乗
る．
馬
に
あ
だ
追
ひ．
崩
す
力
を
ぞ
し
る 

 

常
之 

 
 
 
 

右 

２ 

ま
す
ら
を
の
た
け
け マ

マ

き
心
の
し
ら
れ
て
や
鞭
を
も
ま
た
ず
す
ゝ
む
黒
駒 

 

薫 

 
 
 
 

左 

３ 

ま
す
ら
を
の
鞭
打
ち．
す
ゝ
む
つ
る
ぶ
ち
は
雲
井
を
さ
し
て
飛
び．
き
ほ
ふ
ら
ん 

 
 

鎮
喜 

 
 
 
 

右
勝 

４ 

い
た
づ
ら
に
手
縄
は
と
ら
じ
君
が
た
め
心
を
乗
す．
る
鶴
ぶ
ち
の
こ
ま 

 

日
孝 

 
 
 
 

左
勝 

５ 

ま
す
ら
を
が
た
け
き
心
を
こ
ゝ
ろ
に
て
ま
き
の
荒
駒
鞍
な
れ
に
け
り 

 

尊
蔭 

 
 
 
 

右 

６ 

千
里
行
く．
心
も
絶
え．
て
荒
駒
の
な
る
ゝ
も
や
さ
し
子
ら
が
袂
に 

 

重
好 

 
 
 
 

左 

７ 

朝
げ
た
く
杉
の
一
村
声
も
れ
て
い
な
ゝ
く
馬
や
い
づ
こ
成
る．
ら
む 

 
長
行 

 
 
 
 

右
勝 

８ 

打
つ．
む
ち
に
い
な
ゝ
き
高
き
あ
を
馬
の
い
そ
ぐ
道
さ
へ
暮
れ．
が
た
に
し
て 

 
 

宗
武 

 
 
 
 

左
持 

９ 

手
な
れ
せ
し
月
毛
の
馬
に
鞭
と
り
て
雲
に
飛
ぶ．
べ
き
力
を
ぞ
見
る 

 

重
固 

 
 
 
 

右 

10 

む
れ
あ
そ
ぶ
を
ぶ
ち
の
駒
を
な
つ
け
つ
ゝ
千
里
行
く．
べ
く
わ
れ
は
成
す
ら
ん 

 
 

国
常 

 
 
 
 

左
持 

11 

事
あ
れ
ば
す
ゝ
み
つ
退
き
つ
ま
す
ら
を
の
た
な
れ
の
駒
や
命
な
る
ら
ん 

 

薫 

 
 
 
 

右 

12 

若
草
の
も
ゆ
る
野
ゝ
辺
の
放
れ
駒
誰
が．
打
つ．
鞭
に
な
び
き
ゆ
く
ら
ん 

 

国
常 

 
 
 
 

左
勝 

13 

朝
日
さ
す
小
松
が
原
に
あ
ら
は
れ
て
い
な
ゝ
く
駒
や
い
づ
ち
ひ
く
ら
む 

 
 

日
孝 

 
 
 
 

右 

14 

賤
の
女
が
か
る
手
の
草
に
我
が．
駒
も
心
引
か
る
ゝ
野
辺
の
通
ひ
路 

 

長
行 

 
 
 
 

左
持 

15 

こ
と
国
の
あ
だ
こ
と
聞
か．
ば
我
が．
馬
の
ひ
づ
め
に
か
け
て
追
ひ．
や
ち
ら
さ
む 

 
 

常
之 

 
 
 
 

右 

16 

朝
日
さ
す
霞
が
関
の
大
御
門
行
き．
ち
が
ふ
駒
の
た
け
く
も
有
る．
か
な 

 

尊
蔭 

 
 
 
 

左
勝 

17 

久
か
た
の
月
毛
に
か
ゝ
る
隈
な
し
て
を
ぶ
ち
の
駒
は
い
つ
か マ

マ

て
き
け
ん 

 
 

重
好 

 
 
 
 

右 

18 

あ
し
が
ら
や
箱
根
を
の
ぼ
る
龍
の
馬
の
ゆ
ふ
髪
白
く
あ
ら
し
吹
く．
也 

 

定
遠 

 
 
 
 

左 

19 

乗
り．
す
ゝ
む
月
毛
の
駒
に
影
見
え
て
す
ゝ
き
乱
る
ゝ
秋
の
夕
暮 

 

鎮
喜 

 
 
 
 

右
勝 

20 
乗
る．
駒
の
雪
の
降
る．
道
ふ
み
わ
け
し
後
こ
そ
見
ゆ
れ
ふ
み
の
林
に 

 

常
之 

 
 
 
 

左 

21 

鞭
う
て
ば
千
里
行
く．
べ
き
荒
駒
の
心
や
さ
し
く
か
ひ
な
づ
み
け
り 

 

尊
蔭 

 
 
 
 

右
勝 
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22 

つ
な
が
れ
し
お
も
ひ
や
い
か
に
鶴
ぶ
ち
は
雲
井
の
月
毛
こ
ひ
し
か
ら
な
ん 

 
 

薫 

 
 
 
 

抜 
23 
朝
日
さ
す
霞
が
関
の
大
御
門
出
で．
入
る
駒
の
声
の
ど
か
な
り 

 

尊
蔭 

24 

朝
日
さ
す
小
松
が
原
に
顕
れ
て
い
な
ゝ
く
駒
は
た
れ
か
引
く．
ら
む 

 

日
孝 

25 

一
鞭
に
か
け
行
く．
駒
の
足
な
み
に
あ
だ
追
ひ．
崩
す
力
を
ぞ
し
る 

 

常
之 

26 

鞭
う
て
ば
い
な
ゝ
き
高
き
青
馬
の
い
そ
ぐ
道
さ
へ
暮
れ．
が
て
に
し
て 

 

宗
武 

27 

乗
る．
駒
の
雪
の
ふ
る
道
ふ
み
分
け．
て
跡
こ
そ
見
ゆ
れ
ふ
み
の
は
や
し
に 

 
 

常
之 

28 

つ
な
が
る
ゝ
ひ
な
の

駅
（
う
ま
や
）

の
鶴
ぶ
ち
は
雲
井
の
月
や
と
は
に
恋
し
き 

 

薫 

29 

い
た
づ
ら
に
手
縄
は
と
ら
じ
君
が
た
め
な
ら
せ
ば
な
る
ゝ
鶴
ぶ
ち
の
駒 

 
 

日
孝 

30 

久
か
た
の
月
毛
に
か
ゝ
る
く
ま
な
し
て
を
ぶ
ち
の
駒
は
お
ひ
立
ち．
に
け
り 

 
 

重
好 

 
 
 
 

お
の
れ
伯
楽
に
は
あ
ら
ね
ど
其
の．
足
並
み．
を
見
て 

31 

諸
口
に
か
へ
る
手
縄
を
取
り．
直
し
う
て
ど
も
行
か．
ぬ
駒
は
何
せ
む 

 

古
蔭 

  

９ 

兼
題 

冬
暁
月 

 

兼
題 

冬
暁
月 

 
 
 
 

左
持 

１ 

し
ら
み
行
く．
浅
茅
が
原
の
霜
の
上
に
影
も
こ
ほ
れ
る
有
明
の
月 

 

兼
利 

 
 
 
 

右 

２ 

山
烏
雪
う
ち
は
ぶ
く
一
声
に
し
ら
み
果
て．
た
る
有
明
の
月 

 

日
孝 

 
 
 
 

左 

３ 

空
に
さ
え
真
砂
に
さ
え
て
月
か
げ
の
色
も
身
に
し
む
霜
の
曙 

 

房
則 

 
 
 
 

右
勝 

４ 

空
の
う
み
の
深
き
み
ど
り
に
影
さ
え
て
霜
に
明
け．
行
く．
冬
の
夜
の
月 

 

か
を
る 

 
 
 
 

左
勝 

５ 

霜
の
上
に
影
し
ら
み
行
く．
有
明
の
月
の
末
吹
く．
山
お
ろ
し
の
か
ぜ 

 

鎮
喜 

 
 
 
 

右 

６ 

朝
ぼ
ら
け
垣
内
の
松
の
霜
の
上
に
影
う
す
れ
行
く．
有
明
の
月 

 

長
行 

 
 
 
 

左
持 

７ 

は
し

マ

マ

鳥
の
夜
床
は
な
る
ゝ
声
の
上
に
つ
れ
な
く
さ
ゆ
る
有
明
の
月 

 

常
之 

 
 
 
 

右 

８ 

起
き．
出
で．
て
月
と
雪
と
の
面
見
れ
ば
ま
だ
夜
な
が
ら
の
鳥
は
嘯
く．
也 

 

重
固 

 
 
 
 

左 

９ 

雪
に
埋
む
松
よ
り
外
は
果
て．
も
な
し
光
り
ま
ば
ゆ
き
在
明
の
月 

 

常
之 

 
 
 
 

右
勝 

10 

あ
ら
し
吹
く．
野
路
の
松
原
月
さ
え
て
あ
か
つ
き
寒
き
雪
の
色
哉 

 

宗
武 

 
 
 
 

左 

11 

山
烏
寐
覚
の
床
や
寒
か
ら
し
雪
の
高
ね
の
有
明
の
つ
き 

日
孝 

 
 
 
 

右
勝 

12 

月
か
げ
に
秋
の
か
た
み
も
有
明
の
霜
の
花
な
す
萩
の
か
れ
原 

 

房
則 

 
 
 
 

左
持 

13 

お
く
霜
の
か
ぎ
り
し
ぐ
る
ゝ
鐘
の
音
に
月
も
さ
へ マ

マ

行
く．
朝
ぼ
ら
け
哉 

 

兼
利 

 
 
 
 

右 

14 

呉
竹
も
霜
に
葉
だ
れ
し
明
け．
が
た
の
月
よ
り
外
は
色
な
か
り
け
り 

 

か
を
る 

 
 
 
 

左
勝 

15 

夢
覚
む．
る
枕
の
山
に
風
さ
え
て
月
も
身
に
し
む
暁
の
そ
ら 

 

長
行 
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右 

16 

我
が．
袖
の
露
を
や
月
の
尋
ぬ
ら
ん
霜
さ
え
渡
る
曙
の
空 

 

日
孝 

 
 
 
 

左
勝 

17 
さ
え
渡
る
あ
ら
し
は
絶
え．
て
笹
の
葉
の
霜
よ
り
し
ら
む
有
明
の
月 

 

常
之 

 
 
 
 

右 

18 

ひ
え
鳥
の
羽
ぶ
き
も
寒
く
明
け．
わ
た
る
梢
に
し
ら
む
冬
の
夜
の
月 

 

宗
武 

 
 
 
 

左
勝 

19 

し
ら
み
行
く．
月
は
雲
井
に
か
た
ぶ
き
て
暁
寒
し
霜
や
み
つ
ら
む 

 

鎮
喜 

 
 
 
 

右 

20 

ひ
え
鳥
の
羽
ぶ
き
出
で．
つ
る
山
影
の
暁
月
夜
誰
か
見
る
ら
む 

 

重
固 

 
 
 
 

左 

21 

と
め．
し
び
の
ひ
か
り
け
た
る
ゝ
小
簾
の
と
に
し
ら
む
も
寒
き
有
明
の
月 

 
 
 

常
之 

 
 
 
 

右
勝 

22 

し
と
ゞ
鳴
く．
笹
の
籬
の
霜
さ
え
ず
影
か
た
ぶ
き
ぬ
在
明
の
つ
き 

 

か
を
る 

 
 
 
 

抜
七
首 

23 

空
の
海
の
深
き
緑
に
影
冴
え．
て
霜
に
明
け．
行
く．
冬
の
よ
の
月 

 
薫 

24 

月
清
み
秋
の
か
た
み
も
有
明
に
霜
の
花
ち
る
萩
の
枯
原 

 

房
則 

25 

山
烏
雪
打
ち．
羽
ぶ
く
一
声
に
し
ら
み
は
て
た
る
有
明
の
月 

 

日
孝 

26 

お
く
霜
の
か
ぎ
り
し
ら
る
ゝ
鐘
の
音
に
く
だ
け
て
さ
ゆ
る
月
の
影
か
な 

 
 

兼
利 

27 

起
き．
出
で．
て
雪
に
し
ら
め
る
月
見
れ
ば
ま
だ
夜
ご
も
り
の
鳥
が
音
ぞ
す
る 

 
 

重
固 

28 

呉
竹
の
葉
だ
れ
霜
ふ
る
明
け．
が
た
は
月
よ
り
外
の
色
な
か
り
け
り 

 

薫 

29 

逸 

を
し
鳥
の
夜
床
別
る
ゝ
声
の
上
に
つ
れ
な
く
さ
ゆ
る
有
明
の
月 

 

常
之 

 
 
 
 

追
加 

30 

薄
は
ら
夜
の
霜
こ
そ
深
か
ら
し
残
れ
る
月
も
栲
の
穂
に
し
て 

 

古
蔭 

  

【
翻
刻
付
記
】 

神
無
月
朔
日
略
会
詠
歌
青
々
庵 

４
歌 

四
句
「
紅
者
流
る
ゝ
」―

本
来
、「
紅
葉
」
と
表
記
す
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、『
無

題
歌
合
集
』
の
書
写
者
・
鹿
島
長
行
は
「
も
み
ぢ
」
を
「
紅
者
」
、「
も
み
ぢ
ば
」

を
「
紅
者
ゝ
」
と
表
記
し
て
い
る
例
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。 

お
な
じ
く
二
十
八
日
略
会 

虎
嘯
軒
く
さ
〴
〵 

16
歌 

初
句
「
世
の
か
さ
は
」―

「
世
の
う
さ
は
」
の
誤
り
か
。 

霜
月
二
日
略
会 

日
孝 

22
歌 

初
句
「
ほ
ど
と
ふ
き
」―

「
ほ
ど
と
ほ
き
」
の
誤
り
か
。 

27
歌 

四
句
「
里
は
床
し
き
」―

「
里
わ
床
し
き
」
の
誤
り
か
。 

兼
題
鷹
狩 

古
蔭
・
喜
蔭
両
撰 

２
歌 

四
句
「
み
末
の
鳥
や
」―

「
み
末
」
は
「
見
据
ゑ
」
の
当
て
字
か
。 

３
歌 

四
句
「
猶
か
り
く
ら
き
」―

「
猶
か
り
く
ら
す
」
の
誤
り
か
。 

20
歌 

三
句
「
た
ふ
る
ひ
に
」―

「
は
ぶ
る
ひ
に
」
の
誤
り
で
「
羽
振
る
ひ
に
」
の
意 

か
。 

24
歌 

三
句
「
ゆ
き
と
り
に
」―

「
ゆ
ふ
か
り
に
」
の
誤
り
か
。 

25
歌 

三
句
「
手
に
す
こ
る
」―

「
手
に
す
う
る
」
の
誤
り
か
。 

兼
題
閑
居
夢 

古
蔭
撰 

24
歌 

三
句
「
か
く
れ
か
な
」―

「
か
く
る
か
な
」
の
誤
り
か
。 

兼
題
馬 

古
蔭
撰 

17
歌 

五
句
「
い
つ
か
て
き
け
ん
」―

「
い
つ
い
で
き
け
ん
」
の
誤
り
か
。 

兼
題
冬
暁
月 

７
歌 

初
句
「
は
し
鳥
の
」―

「
を
し
鳥
の
」
の
誤
り
か
。 

21
歌 

初
句
「
と
め
し
び
の
」―

「
と
も
し
び
の
」
の
誤
り
か
。 

  


